
■トピックス
TOPICS

　

九
州
大
学
で
は
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て

広
く
全
世
界
で
活
躍
し
、
指
導
的
な
役
割
を

果
た
す
人
材
の
輩
出
を
教
育
の
目
標
に
掲

げ
、
全
学
一
体
と
な
っ
て
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
多
様
な
課
題
を
抱
え
た
国
内

外
の
社
会
か
ら
の
大
学
教
育
に
対
す
る
期
待

や
要
請
に
応
え
つ
つ
、
国
際
社
会
に
お
い
て

真
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
体

系
的
で
幅
広
い
質
の
高
い
教
育
を
充
実
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
、
学
士
課
程
教
育
か
ら
大
学
院
教
育
に

至
る
一
貫
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
、
平
成
23
年
10
月
「
基

幹
教
育
院
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
「
基
幹
教
育
」
は
、
学
生
に
対
し
、
様
々

な
選
択
肢
と
出
会
う
学
び
の
機
会
を
創
り
、

幅
広
い
知
識
や
視
野
を
育
成
す
る
と
同
時

に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
律
的
に
学
び
続

け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー
と
し
て
の

「
学
び
方
を
学
ぶ
」「
考
え
方
を
学
ぶ
」
た

め
の
姿
勢
と
態
度
（
基
幹
）
を
育
成
し
、

同
時
に
自
ら
の
専
門
を
高
め
て
い
く
こ
と

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

基
幹
教
育
の
中
核
を
担
う
組
織
が
基
幹

教
育
院
で
す
。
基
幹
教
育
院
の
教
員
は
、

各
学
部
と
連
携
し
な
が
ら
基
幹
教
育
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
ほ
か
、
基
幹
教
育
で

の
講
義
や
実
験
、
演
習
を
担
当
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
で
の
研
究

を
行
い
、
学
府
教
育
に
も
携
わ
り
ま
す
。

ま
た
基
幹
教
育
院
は
、
旧
教
養
部
と
は
異

な
り
、
九
州
大
学
の
全
て
の
組
織
の
教
員

の
参
画
（
全
学
出
動
体
制
）
に
よ
っ
て
営

ま
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
大
学
入
学
の

早
い
段
階
か
ら
学
生
は
、
幅
広
い
知
識
や

多
様
な
経
験
や
ユ
ニ
ー
ク
な
考
え
を
持
つ

多
く
の
教
員
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

基
幹
教
育
院
は
、
こ
れ
か
ら
ス
タ
ッ
フ

の
充
実
や
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築

に
取
り
組
み
、
平
成
26
年
度
入
学
の
学
生

か
ら
、
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
学

び
が
始
ま
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
大
学
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
平
成
16
年
度
の
中
央
教
育
審
議
会

答
申
「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」

に
も
と
づ
く
機
能
別
分
化
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
23
年
に

行
わ
れ
た
行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
政
策

提
言
型
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
、
大
学

の
改
革
が
進
ん
で
い
な
い
な
ど
の
議
論

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
の

国
の
財
政
状
況
の
悪
化
を
背
景
に
、
大
学

に
対
す
る
国
の
財
政
的
・
人
的
支
援
は
厳

し
く
な
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
学

が
世
界
最
高
水
準
の
研
究
教
育
拠
点
と

な
り
、
社
会
や
学
界
の
要
請
に
迅
速
か

つ
的
確
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
国

の
政
策
や
財
政
状
況
に
多
少
の
変
動
が

あ
っ
て
も
続
け
ら
れ
る
改
革
の
仕
組
み

が
必
要
で
す
。

　

大
学
改
革
活
性
化
制
度
は
、
全
学
の

教
員
ポ
ス
ト
の
１
％
を
上
限
に
、
こ
れ

を
毎
年
改
革
の
た
め
の
原
資
と
し
、
各

部
局
か
ら
出
さ
れ
た
将
来
構
想
に
基
づ

く
改
革
計
画
に
対
し
て
、
外
部
有
識
者

を
交
え
た
全
学
の
審
査
委
員
会
で
審
査

を
行
い
再
配
分
を
行
う
と
い
う
仕
組
み

で
あ
り
、
平
成
23
年
5
月
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
大
学
と
し
て
優
先
す
べ
き
改
革
の
た
め

に
大
学
の
組
織
が
毎
年
１
％
ず
つ
変
革
し
て

い
く
と
い
う
仕
組
み
で
、
ま
さ
に
「
永
続
性

の
あ
る
強
靭
な
改
革
の
ス
キ
ー
ム
」
で
す
。

❶ 

対
象
部
局

 

全
て
の
部
局

❷ 

対
象
と
な
る
構
想

 

大
学
改
革
を
推
進
し
、
大
学
の
将
来

　

 

構
想
（
中
期
目
標
、
中
期
計
画
）
に

　

 

合
致
す
る
も
の
で
、
次
の
い
ず
れ
か

　
 

に
合
致
す
る
も
の
。

 
① 

組
織
の
新
設
、
改
組
、
再
編
等

 
② 
教
員
の
職
位
構
成
等
の
見
直
し

　

 　

や
再
編
等
に
よ
り
組
織
の
充
実
を

　
　
　

図
る
も
の

❸ 

配
置
さ
れ
る
教
員
ポ
ス
ト

 

部
局
か
ら
拠
出
さ
れ
た
原
資
（
教
員

　

 

ポ
ス
ト
）
を
、
構
想
が
採
択
さ
れ
た

　

 

部
局
に
配
分
す
る
。

❹ 

進
捗
状
況
の
確
認

 

採
択
さ
れ
た
改
革
計
画
に
つ
い
て
そ

　

 

の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
。

平
成
24
年
1
月
に
、
初
回
と
な
る
審
査
を

終
え
、
こ
の
制
度
に
よ
る
新
た
な
組
織
等

が
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

基
幹
教
育
院
を
創
設

大
学
改
革
活
性
化
制
度（
永
続
性
の
あ
る
強
靭
な
改
革
の
ス
キ
ー
ム
）

新
た
な
百
年
の
飛
躍
の
た
め
の
礎
を
築
く

九
州
大
学
は
、
百
周
年
を
迎
え
た
２
０
１
１
年
、
こ
れ
か
ら
の
百
年
の
礎
を
築
く
べ
く
二
つ
の
大
き
な
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

基
幹
教
育
院
の
創
設
と
大
学
改
革
活
性
化
制
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

大学改革活性化制度の創設 基幹教育院の設置

基　幹

「基幹教育」の構築

「どこまで分かりどこからわからないのか」

「どうしてそう思うのか」

「どのように拓こうとしているのか」

を思考し表明できる能力や態度を創る

日常性の文脈に関連づけながら多様な分野の基礎知識を多様な教授形態で
（幅広い知識・考え方）

生涯にわたって自律的に学び続けるアクティブ・ラーナーとしての
「学び方を学ぶ」「考え方を学ぶ」ための姿勢と態度（基幹）を育成する営み

専門

専門

学生が学ぶ諸側面
❶ 省察的思考を伴う創造的・批判的精神
❷ 柔軟性のある思考や態度
❸ 広い視野と俯瞰力
❹ 倫理や道徳に対する深淵な理解
❺ 謙虚な心と豊かな感性
❻ 人間性に対する深い理解
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